
日本文学協会 第 45 回研究発表大会 

2026 年 7 月 5 日（日） 中京大学 名古屋キャンパス（中京大学文学部共催） 

 

 

 

［
古
代
後
期
部
門
］ 

0803

教
室 

一
〇
時
半
開
始 

 

「
色
好
み
」
の
男
た
ち 

―
―

『
伊
勢
物
語
』
か
ら
『
平
中
物
語
』
へ

―
―
 

彭 

健 

 

本
発
表
は
、
『
伊
勢
物
語
』
に
お
け
る
男

主
人
公
の
「
色
好
み
」
の
造
型
に
注
目
し
、

そ
の
成
立
と
展
開
を
再
検
討
す
る
も
の
で
あ

る
。
従
来
、
「
色
好
み
」
は
人
物
の
特
徴
と

し
て
理
解
さ
れ
て
き
た
が
、
本
発
表
で
は
こ

れ
を
個
人
の
性
格
で
は
な
く
、
物
語
に
お
け

る
人
間
関
係
の
中
で
機
能
す
る
人
物
類
型
と

し
て
捉
え
直
す
。
『
伊
勢
物
語
』
の
「
色
好

み
」
関
係
章
段
（
五
八
段
、
六
一
段
等
）
は

必
ず
し
も
原
初
的
章
段
に
属
す
る
と
は
言
い

が
た
く
、
物
語
形
成
の
過
程
で
増
補
・
再
編

さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
こ
れ
ら
の
章
段
で

は
、
恋
愛
の
成
否
よ
り
も
和
歌
の
応
酬
や
機

知
が
重
視
さ
れ
、
人
物
は
恋
愛
に
情
熱
的
に

向
か
う
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
言
語
的
機
知

を
発
揮
す
る
存
在
と
し
て
描
か
れ
る
。
こ
の

よ
う
な
特
徴
か
ら
、
「
色
好
み
」
的
人
物
は

言
語
遊
戯
を
楽
し
む
存
在
と
し
て
造
型
さ
れ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
『
平
中

物
語
』
に
お
け
る
平
中
の
造
型
や
『
竹
取
物

語
』
五
人
の
求
婚
者
と
の
比
較
を
通
じ
て
、

機
知
を
発
揮
し
て
恋
愛
遊
戯
を
楽
し
む
「
色

好
み
」
の
人
物
像
が
広
く
共
有
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
指
摘
す
る
。 （

名
古
屋
大
学
大
学
院
） 

   

『
源
氏
物
語
』
光
源
氏
に
よ
っ
て
象
ら
れ
る

紫
の
上 

関 

加
恵
子 

 

『
源
氏
物
語
』
第
二
部
を
対
象
に
、
紫
の

上
は
光
源
氏
の
絶
対
的
な
存
在
に
な
り
得
た

か
、
光
源
氏
の
時
間
を
独
占
す
る
こ
と
が
で

き
た
か
を
論
じ
る
。 

若
菜
上
巻
で
光
源
氏
は
紫
の
上
に
最
大
級

の
賛
辞
を
贈
る
が
、
そ
れ
は
、
「
御
目
う
つ

し
」
と
限
定
さ
れ
た
り
、
女
三
の
宮
容
認
の

後
に
語
ら
れ
た
り
し
た
も
の
で
、
相
対
的
な

評
価
で
あ
っ
た
こ
と
を
論
証
す
る
。
幻
巻
の

光
源
氏
は
、
紫
の
上
ひ
と
り
を
想
起
し
詠
歌

す
る
。
紫
の
上
に
向
け
る
悲
痛
な
叫
び
の
如

き
心
情
を
、
歌
の
こ
と
ば
か
ら
抽
出
し
、
紫

の
上
が
、
死
後
に
、
光
源
氏
に
と
っ
て
絶
対

的
な
存
在
に
再
構
成
さ
れ
る
こ
と
を
検
証
す

る
。 か

つ
て
紫
の
上
は
、
光
源
氏
と
女
三
の
宮

の
時
間
が
増
し
て
い
く
こ
と
を
危
惧
し
た

が
、
紫
の
上
の
発
病
後
に
は
、
ひ
し
と
寄
り

添
い
、
死
の
直
前
ま
で
片
時
も
離
れ
ま
い
と

し
た
光
源
氏
の
言
動
か
ら
、
紫
の
上
が
光
源

氏
の
時
間
を
独
占
し
得
た
こ
と
を
論
証
す

る
。 紫

の
上
の
憂
愁
は
多
く
論
じ
ら
れ
て
き
た

が
、
本
発
表
で
は
、
巻
を
追
っ
て
、
紫
の
上

が
望
ん
だ
形
で
、
光
源
氏
に
よ
っ
て
象
ら
れ

る
に
至
る
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
。 

（
お
茶
の
水
女
子
大
学
大
学
院
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玉
鬘
と
家
族 

―
―

『
源
氏
物
語
』
竹
河
巻
に
お
け
る
大
君

求
婚
譚
を
読
み
解
く―

―
 

神
原 

勇
介 

 

竹
河
巻
で
は
、
夫
鬚
黒
の
没
後
、
大
君
の

結
婚
に
つ
い
て
悩
む
玉
鬘
が
語
ら
れ
る
。
結

局
、
大
君
は
冷
泉
院
に
参
院
す
る
も
の
の
、

求
婚
者
の
一
人
で
あ
っ
た
今
上
帝
の
不
興
を

買
い
、
こ
れ
を
咎
め
た
子
息
達
と
の
口
論
の

末
玉
鬘
は
閉
口
し
て
し
ま
う
。
こ
の
玉
鬘
の

失
策
を
端
緒
と
し
て
、
鬚
黒
一
家
は
貴
族
社

会
で
の
存
在
感
を
失
っ
て
い
く
。
先
に
触
れ

た
口
論
の
場
面
で
、
子
息
達
が
、
大
君
参
院

が
成
る
前
に
は
玉
鬘
の
決
定
を
阻
止
出
来
な

か
っ
た
事
実
に
は
注
意
さ
れ
る
。
玉
鬘
の
よ

う
に
、
既
に
成
人
し
た
男
子
を
擁
し
て
い
な

が
ら
夫
亡
き
後
の
一
家
の
舵
取
役
を
担
う
女

性
作
中
人
物
の
類
例
は
、
僅
少
で
あ
る
。
従

来
あ
ま
り
問
題
に
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
鬚
黒

亡
き
後
の
玉
鬘
の
家
中
決
裁
権
が
如
何
な
る

根
拠
に
基
づ
い
て
い
た
の
か
は
不
明
瞭
と
言

え
る
。
鬚
黒
一
家
の
没
落
が
、
他
の
誰
で
も

な
く
玉
鬘
の
失
策
と
い
う
形
で
も
た
ら
さ
れ

る
竹
河
巻
の
物
語
展
開
に
は
如
何
な
る
意
義

が
あ
っ
た
の
か
。
本
発
表
で
は
、
竹
河
巻
を

玉
鬘
物
語
の
総
括
と
見
る
立
場
に
重
点
を
置

き
な
が
ら
、
鬚
黒
一
家
没
落
の
物
語
の
意
義

を
問
う
て
み
た
い
。 

（
佛
教
大
学
） 

   

『
源
氏
物
語
』
薫
の
人
物
造
型
考 

―
―

今
上
帝
女
一
の
宮
思
慕
を
め
ぐ
っ
て 

吉
田 

彩
乃 

 
本
発
表
は
『
源
氏
物
語
』
「
蜻
蛉
」
巻
に

描
か
れ
る
薫
の
今
上
帝
女
一
の
宮
へ
の
思
慕

に
つ
い
て
考
察
す
る
。
物
語
の
中
で
、
薫
は

宇
治
の
大
君
に
強
く
惹
か
れ
、
そ
の
死
後
も

執
着
を
抱
き
続
け
て
き
た
。
女
一
の
宮
へ
の

思
い
が
描
か
れ
る
こ
と
は
、
一
人
の
作
中
人

物
と
し
て
の
造
型
上
、
あ
る
い
は
物
語
の
筋

書
き
上
も
矛
盾
す
る
よ
う
に
読
め
る
。
本
発

表
が
着
目
す
る
の
は
、
「
蜻
蛉
」
巻
後
半

部
、
女
一
の
宮
へ
の
憧
れ
と
そ
の
尊
貴
性
を

思
う
文
脈
に
お
い
て
、
比
較
対
象
と
し
て
薫

の
母
で
あ
る
朱
雀
院
女
三
の
宮
が
想
起
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
父
帝
か
ら
の
寵
愛
を

受
け
て
い
る
と
い
う
点
で
は
わ
が
母
宮
も
決

し
て
劣
ら
な
い
と
す
る
心
理
に
は
自
身
の
血

統
に
対
す
る
強
い
意
識
が
働
い
て
い
る
。
薫

の
女
一
の
宮
へ
の
思
慕
は
、
繰
り
返
し
描
か

れ
て
き
た
貴
公
子
に
よ
る
高
貴
な
女
性
の
垣

間
見
の
形
を
と
り
な
が
ら
、
な
ぜ
こ
こ
で
母

宮
の
血
統
と
比
較
さ
れ
る
の
か
。
出
生
の
秘

密
を
抱
え
る
薫
に
と
っ
て
、
い
っ
た
い
何
が

都
で
の
自
尊
心
を
支
え
る
基
盤
と
な
る
の
か

を
明
ら
か
に
す
る
の
が
、
本
発
表
の
目
的
で

あ
る
。 

（
同
志
社
女
子
大
学
大
学
院
） 

   

薫
と
匂
宮
の
「
き
よ
ら
」
「
き
よ
げ
」 

 
―
―

そ
れ
ぞ
れ
の
容
姿
美
と
内
面
的
な
美

を
手
が
か
り
と
し
て―

―
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下
村 

紗
瑛 

 
『
源
氏
物
語
』
で
は
、
「
き
よ
ら
」
「
き

よ
げ
」
は
明
確
に
使
い
分
け
ら
れ
て
お
り
、

多
数
の
先
行
研
究
が
あ
る
も
の
の
、
未
解
明

な
点
も
残
る
。
宇
治
十
帖
に
お
け
る
二
人
の

主
要
な
男
君
で
あ
る
薫
と
匂
宮
に
つ
い
て

は
、
薫
の
「
き
よ
ら
」
は
四
例
、
「
き
よ

げ
」
が
五
例
、
匂
宮
の
「
き
よ
ら
」
は
十

例
、
「
き
よ
げ
」
が
一
例
見
ら
れ
る
。
匂
宮

が
主
に
「
き
よ
ら
」
と
形
容
さ
れ
る
一
方
、

薫
は
「
き
よ
げ
」
と
形
容
さ
れ
る
こ
と
が
多

く
、
そ
の
使
い
分
け
の
理
由
は
解
明
さ
れ
て

い
な
い
。
宇
治
十
帖
の
薫
・
匂
宮
に
お
け
る

「
き
よ
ら
」
「
き
よ
げ
」
は
、
正
編
に
お
け

る
光
源
氏
と
は
異
な
る
用
法
で
対
照
的
に
語

ら
れ
て
い
る
。
薫
よ
り
も
表
面
的
な
容
貌
美

が
優
れ
て
お
り
、
専
ら
「
き
よ
ら
」
と
さ
れ

る
匂
宮
に
対
し
て
、
一
段
劣
っ
て
「
き
よ

げ
」
と
形
容
さ
れ
る
薫
は
「
は
づ
か
し
」

「
心
に
く
し
」
な
ど
の
語
と
共
に
内
面
的
価

値
が
評
価
さ
れ
る
。
二
人
の
優
劣
は
周
辺
の

人
物
評
か
ら
も
確
認
で
き
る
。
本
発
表
で

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
き
よ
ら
」
「
き
よ
げ
」

の
使
い
分
け
を
考
察
し
、
正
編
と
の
語
ら
れ

方
の
違
い
を
明
ら
か
に
す
る
。 

（
名
古
屋
大
学
大
学
院
） 

   

『
夜
の
寝
覚
』
の
女
君
の
心
は
「
傷
」
つ
い

た
の
か 

―
―

平
安
期
か
な
文
学
作
品
に
お
け
る
心
理

的
苦
痛
を
表
す
言
葉
に
つ
い
て―

―
 

前
田 

み
ど
り 

 

現
代
を
生
き
る
わ
れ
わ
れ
は
、
心
理
的
な

苦
し
み
を
し
ば
し
ば
「
心
が
傷
つ
く
」
と
い

う
言
い
方
に
よ
っ
て
表
す
が
、
こ
の
感
覚
は

普
遍
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
の
か
。
本

発
表
で
は
、
平
安
時
代
後
期
に
書
か
れ
た
物

語
文
学
で
あ
る
『
夜
の
寝
覚
』
の
女
君
に
注

目
し
、
作
品
成
立
当
時
を
生
き
た
人
々
が
苦

し
み
を
い
か
に
知
覚
し
て
い
た
の
か
に
つ
い

て
考
察
す
る
。
『
夜
の
寝
覚
』
に
お
い
て
は

現
存
本
文
全
体
に
わ
た
っ
て
、
男
君
と
の
関

係
が
女
君
の
心
身
に
大
き
く
影
響
し
て
い
る

が
、
男
君
と
の
最
初
の
一
夜
と
そ
の
再
体
験

に
相
当
す
る
場
面
か
ら
は
、
女
君
に
精
神
的

苦
痛
が
「
外
傷
」
と
し
て
知
覚
さ
れ
て
い
る

と
判
断
で
き
る
例
は
見
当
た
ら
な
い
。
本
発

表
で
は
『
夜
の
寝
覚
』
を
サ
ン
プ
ル
に
心
理

的
な
苦
痛
を
表
す
言
葉
に
つ
い
て
論
じ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
フ
ロ
イ
ト
以
降
発
展
し
て
き

た
「
ト
ラ
ウ
マ
（
心
的
外
傷
）
」
と
い
う
概

念
か
ら
は
こ
ぼ
れ
落
ち
て
し
ま
い
が
ち
な
、

平
安
時
代
の
人
々
が
も
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う

内
的
な
感
覚
と
し
て
の
苦
痛
の
認
識
の
あ
り

方
に
目
を
向
け
て
み
た
い
。 

（
早
稲
田
大
学
大
学
院
／ 

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
（DC1

）） 

   

『
狭
衣
物
語
』
内
閣
文
庫
本
と
元
和
九
年
古

活
字
本
の
文
体
差 

―
―

諸
本
対
照
コ
ー
パ
ス
を
用
い
た
異
文
調

査―
―
 

野
田 

太
暉 
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発
表
者
は
現
在
、
『
狭
衣
物
語
』
の
諸
本

を
も
と
に
し
た
コ
ー
パ
ス
を
構
築
し
て
お

り
、
内
閣
文
庫
本
（
深
川
本
系
、
大
系
の
底

本
）
と
元
和
九
年
古
活
字
本
（
流
布
本
系
、

全
書
の
底
本
）
の
デ
ー
タ
を
公
開
し
て
い

る
。
コ
ー
パ
ス
化
の
対
象
と
し
て
い
る
『
狭

衣
物
語
』
は
、
異
本
が
多
数
存
在
す
る
こ
と

で
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
特
に
こ
の
二
本
は

最
善
本
の
議
論
で
対
立
し
、
現
在
も
決
着
に

至
っ
て
い
な
い
。
本
コ
ー
パ
ス
は
、
そ
れ
ら

の
異
同
の
一
覧
性
を
確
保
し
、
本
文
の
校
訂

や
、
作
品
の
解
釈
に
活
用
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
る
。 

 

本
発
表
で
は
、
コ
ー
パ
ス
を
活
用
し
た
本

文
研
究
の
事
例
と
し
て
、
用
例
数
に
顕
著
な

差
が
み
ら
れ
る
「
め
で
た
し
」
を
中
心
語

に
、
そ
の
前
後
に
あ
る
語
と
の
結
び
つ
き

（
コ
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）
の
計
量
的
な
分
析
を

通
じ
て
、
二
本
間
の
文
体
差
を
検
討
す
る
。

高
度
な
検
索
や
集
計
に
よ
っ
て
本
文
の
異
同

を
俯
瞰
的
に
捉
え
、
従
来
の
研
究
で
直
感
的

な
印
象
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
き
た
文
章
表
現

や
人
物
描
写
の
相
違
点
を
、
よ
り
客
観
的
か

つ
具
体
的
に
明
ら
か
に
で
き
る
こ
と
を
示

す
。 

（
中
京
大
学
大
学
院
） 


